
重
代
の
太
万

重代の太刀 20 

「銘
尽
」
の
説
話
世
界
を
中
心
に
ー

鈴

木

雄

-ーーーーー.... 

は
じ
め
に

レ
カ
モ
、
ヲ
二
ツ
突
通
、
イ
カ
ニ
モ
刃
ヨ
シ
ト
テ
政
長
エ
奉
ル
。

.. 

こ
の
記
事
に
は
、

「
〈畠
山
家
の
)
重
代
」
で
あ
っ
た

「
(
粟
田
口
)
藤
四
郎

(吉
光
ご

と
い
う
鍛
冶
の
作
っ
た
刀
が
、

「
ヤ
ゲ
ン
藤
四
郎
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
由
来
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
の
中
心
的
興
味
は
、

「
ヤ

ゲ
ン
藤
四
郎
」
と
い
う
呼
び
名
の
由
来
と
な
っ
た
事
件
に
あ
る
。
し
か
し
こ
こ

で
は
、
そ
の
万
剣
が
畠
山
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
、
こ
の
家
を
守
る
べ
く
存
在
し

た

「重
代
ノ
万
」
で
あ
っ
た
が
故
に
、
薬
研
を
突
き
通
す
程
の
優
れ
た
切
れ
味

の
万
で
あ
り
な
が
ら
、
畠
山
家
の
当
主
の
身
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
形
で
、

「重
代
の
万
剣
の
説
話
」
と
し
て
の
結
構
が
保
た
れ
て
い
る
。

こ
の
、

「重
代
の
万
剣
」
の
由
来
を
伝
え
る
説
話
は
、
上
代
に
「
草
薙
剣
」

が
天
皇
家
の
重
代
と
し
て
存
在
し
て
以
来
、
万
剣
説
話
・
伝
承
の
世
界
の
最
も

主
要
な
話
柄
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
大
量
の
万
剣
説
話
・
伝
承
が
存
在

し
た
中
世
に
あ
っ
て
も
こ
の
事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
重
代
の
万

剣
」
と
い
う
話
柄
の
存
在
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
古
代
と
中
世
と
で
は
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
古
代
と
中
世
と
の
聞
に
見
ら
れ
る

変
化
と
し
て
は
、
万
剣
の
作
者
の
名
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
付
け
加

え
ら
れ
る
。

古
代
に
お
い
て
、

「草
薙
剣
」
に
ま
つ
わ
る
神
話
が
現
れ
て
以
来
、
非
常
に

数
多
く
の
万
剣
に
関
す
る
説
話

・
伝
承
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
歴
史
の

中
で
、
中
世
、
特
に
室
町
期
に
は
、
量
の
面
で
そ
れ
ま
で
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ

ほ
ど
数
多
く
の
説
話
・
伝
承
が
現
れ
、
質
的
に
も
古
代
と
は
変
化
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
例
は
、
そ
の
室
町
期
の
万
剣
説
話
を
代
表
す
る
も
の
の

一
つ
で
あ
る
。

『
畠
山
記
(
足
利
季
世
記
巻

一
)
』
「
畠
山
政
長
白
書
之
事
」

(引
用
は

改
定
史
籍
集
覧
に
よ
る
。
以
下
、
引
用
文
に
は
私
に
句
読
点

・
傍
線
を
付
し
た
)

-
:
明
応
二
年
四
月
九
日
ノ
夜
ニ
入
テ
、
政
長
ハ
心
ヤ
ス
シ
ト
テ
、
葉
室
大

納
言
光
忠
卿
以
下
、
簡
城
ノ
人
々
最
後
盃
シ
テ
、
ナ
ミ
イ
テ
腹
ヲ
切
給
フ
。

政
長
、
制
四
朗
パ
川
ニ
テ
腹
ヲ
一二
度
マ
テ
引
給
ヘ
ト
モ
、
曾
而
キ
レ
サ
リ

シ
カ
ハ
、
ナ
ケ
ヤ
リ
給
ヘ
ハ
、
刈
ベ
刊
川
判
例
刈
4
汁
列
引

ヤ
ケ
ン
ヲ

JL1ノ
。 ウ

拐ラ
テヲ

j

ソ
ヤ
。
イ
ヵ
、
ス
ヘ
キ
。

ノ
万
ヲ
ヌ
イ
テ
、
己

ト
宣
フ
慮
ニ、

丹
下
備
後
守
、
カ
ム
リ
落
シ
ノ
信
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刀此

中
世
に
お
け
る
万
剣
へ
の
関
心
1

「銘
」
を
中
心
に
l

しそ
て
お

，'~ 

lゴ

中
世
に
お
け
る
刀
剣
の

A
A
・
-広・
4
に
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て
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を
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れ
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司令
。

応
永
一ニ
ト

一
年
十
.
月
十
四
日

こ
と
U
N

t
，点
を
弘
に
付
し
た
)

内
間
決
，

、

従
。
以

:
抑
安
祥
寺
僧
災
意
剣
愉
wf

恋
宮
へ
進
レ
之
。
:・

向
永
主
・

一年
四
月
一
，
十
九
日
(
同
前
)

・
仙
司

.
、
k
リ
か
た
仁
、

t
た
る

η

備j

:
-b

町
肌
院
参
。

馬
疋
・
:

『版
ん
紀
』
ぷ
安
元
年
閉
月
四
日

:
昨
夕

J

引
物

仙貸
し

進

御

御
リ
・

••• 

IJ 

比
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色
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取
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こ
れ
ら
は
、

••• 

れ
も
刀
剣
カ
附
符
に
問
い
‘

れ
て
い
る
例
で
、

被
平
作

、
市
μ
'
に
ド
さ
る

に
て
仰
山

巳
れ
し
行

定
州
柳

胸
、
刀
を
l
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爾
に
お
も
ふ
べ
か
ら
ざ
る
敗
。
ぷ
る
に

オ
ヨ
プ
ト

太
万
万
之
身
、
品
目
之
天
国
以
後
、
得
フ
ル
其
名
7

鍛
冶
、
難
レ
軍
--
数

百
人

一一、
紀
新
大
夫
舞
草
、
中
比
後
鳥
羽
院
ノ
番
鍛
冶
、
御
製
作
者
、

以
レ
菊
為
レ
銘
。
此
外
、
粟
田
口

・
藤
林

・
国
吉

・
吉
光
以
下
又
三
僚
小

鍛
冶
、
了
戒

・
定
秀

・
千
手
院

・
尻
懸

・
一
文
字

・
仲
次
郎
。
此
等
ハ
大

略
其
振
舞
如
以
剣
ノ
候
。
御
所
持
候
者
、
少
々
可
二
拝
領
イ
候
。

こ
の
よ
う
に、

延
慶
本
の
記
事
を
初
出
と
し
て
、
鎌
倉
最
末
期
か
ら
後
の
作
品

で
は
刀
剣
の
作
者
を
注
記
す
る
記
述
が
徐
々
に
現
れ
、
特
に
所
謂
後
期
軍
記
の

世
界
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
ま
た

『新
札
往
来
』
の
記
述
に
は
、
前
掲
の
武
家
故

実
書
の
記
事
と
同
様
、
優
れ
た
鍛
冶
へ
の
関
心
と
評
価
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
鎌
倉
時
代
末
頃
に
は
万
剣
の
作
者
、
及
、び

「銘
」
が
意
識
さ
れ
始
め
、

室
町
期
に
は
そ
の
優
劣
の
評
価
も
か
な
り
定
ま
っ

て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
銘
に
関
心
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
と、

遅
く
と
も
鎌
倉
時
代
中
期
頃
か
ら
実
際
に
刀
剣
に
銘
が
刻
ま
れ
始
め
る

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
万
剣
作
者
の
名
と
年
号
が
共
に
銘
と
し
て
万
身

に
刻
ま
れ
た
例
は
、

「行

正

平

治
元
年
八
月
二
日
」
が
現
存
す
る
最
古
の
も

の
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
或
い
は
偽
銘
か
と
も
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後

で
も
、

「
元
文
」
「
建
保
」
「
宝
治
」
「
建
長
」

(各

一
振
)
に
始
ま
り
、

「嘉
元
」
「
正
和
」
「
建
武
」
と
い

っ
た
鎌
倉
最
末
期
に
は
、
十
か
ら
二
十
程

(1
)
 

の
現
存
例
が
見
ら
れ、

時
代
が
下
る
ほ
ど
に
増
加
し
て
い
く
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
裏
付
け
る
ご
と
く
、
銘
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を

持
っ
た
人
々
が
鎌
倉
時
代
末
頃
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
次
の
資
料
か

ら
窺
え
る
。

「増
鏡
」
第
二
「
新
島
守
」

22 

ん
ノ
然
る
べ
か
ら
ず
。
可
レ
燃
物
を
注
し
申
べ
き
由
、
仰
出
さ
る

、〉

附

1
M側
制
叫
引
出
し
刈
引
制
釧
制
。
然
る
間
数
も
多
か
ら
ず、

又

上
作
名
な
ど
は
不
レ

加
・・
書
之

a

宗
五
大
双
紙
』

(
日
川
)

御
物
に
成
り
候
太
刀
の
銘
、
神
息
、
天
国
、
真
守
、
宗
近、

正
恒
、
信
房
、

行

平

錦

、
友
成
、
三
池
伝
太
、
久
国
、
国
吉
、
有
国
、
吉

光

明

、
国

綱
、
正
宗
、
貞
宗
、
国
俊、

包
平
、
則
園
、
安
園
、
国
友
、
菊
針
.引
は
あ
国

次
な
ど
も
成
候
敗
。
此
外
も
可
レ
有
候
。
太
万
覚
た
る
分
注
し
候
。
但
た

し
か
な
ら
ず
候
。

こ
れ
ら
の
例
で
は
、

ど
の
よ
う
な
銘
の

「太
万
か
た
な
」
な
ら
ば
進
物
に
ふ
さ

わ
し
い
優
れ
た
刀
剣
で
あ
る
か
と
か
、
無
銘
で
は
余
り
よ
く
な
い
等
と
い
う
形

で、

「銘
」
の
優
劣
に
関
す
る
興
味
が
顕
著
で
あ
る
。

ま
た
文
芸
作
品
等
の
世
界
で
は
、
も
う
少
し
早
い
時
期
か
ら
万
剣
の
銘
、
作

者
へ
の
関
心
が
現
れ
る
。

『平
家
物
語
』
延
慶
本

重代の太刀

第
五
本

「越
中
前
司
盛
俊
被
討
事
い
(
汲
古
書
院
刊

行
の
影
印
本
に
よ
る
。
こ
の
記
事
、
長
門
本

・
盛
衰
記
に
も
あ
り
)

:
・彼
万
ハ
薩
摩
国
世
代
ノ
住
人
、
浪
ノ
平
五
カ
打
タ
リ
ケ
ル
、
フ
タ
シ
ト

ロ
ト
云
万
二、

ツ
カ
ニ

ハ
桑
ニ
竹
ヲ
合
タ
リ
ケ
ル
万
・:

『太
平
記
』
玄
玖
本
巻
第
十

「長
崎
基
氏
矧
之
事
」
(勉
誠
社
刊
行
の
影
印
本

に
よ
る
。
振
り
仮
名
省
略
。
こ
の
記
事
、
他
の
諸
本
に
も
あ
り
)

:・
基
氏
カ
帯
タ
ル
面
影
ト
云
太
万
ハ
、
来
太
郎
カ
百
日
精
進
メ
、

百
貫
ニ

テ
五
尺
三
寸
ニ
打
セ
タ
ル
太
万
ナ
レ
ハ

・
・

『新
札
往
来
』
康
暦
二
年

素

阿
自
筆
本

(
日
本
教
科
書
大
系
二
)

(日
本
古
典
文
学
大
系
)

• 
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中
世
、
特
に
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
は
、
刀
剣
か
意
識
さ
れ
る
と

き
作
者
や
銘
に
ま
で
関
心
が
及
、び
、
と
り
わ
け
そ
の
優
劣
に
関
す
る
興
味
の
大

23 

、

-
(
後
鳥
羽
院
は
)

い
か
で
習
は
せ
絵

、
ま
さ
り
て
か
し
こ
く
お
は
し
ま
せ
ば
、
制

さ
へ
、

き
か

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
同
じ
頃
、

銘

、

の
関
心
が
体
的
に

れ
、
且
つ
万
剣
に
関
す
る
多
く
の
説
話

・
伝
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る

一
鮮
の

民引
い
寸
、
・
L

a

、0
・

』

物
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
書
物
は

、
銘
尽

一
と
呼
ば
れ
、
慈
本
的
に

享
受
者
に
相
伝

さ
れ
る
形
で
伝
わ
っ
た

一伝
禽
ト
と
身
え
て
よ
い
。
こ
の

こ
と
は
、
後
掲
の
表
.
で
目干
す
銘
尽
猪
本
の
奥
島
町
の
内
、
②
「
利
永
本
銘
尽
』

に
相
伝
系
図
が
記
さ
れ
た
り
、
③

吋伊
aw内
H
綱
本
銘
M

州、
」
に
1

電
阿
相
伝
ね
橋

本

一、

0
・
⑪
の
本
で

du写
相
伝
情
」
容
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

銘
尽
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
日
本
全
同
の
刀
織
治
の
名
、
即
ち
銘
を
ふ
へ
量

(数
百
か
ら
千
ほ
ど
)
に
集
め
、
同
別
或
い
は
時
代
順
に
分
顕
し
た
、
い
わ
ば

銘
の
事
典
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
T
U
え
る
。
そ
し
て
銘
ほ
、
に
集
め
ら
れ

た
鍛
冶
の
内
、
大
体

一
一
割
か
ら

J

一
一制
限
度
が
優
れ
た
鍛
冶
と
杯
価
さ
れ
、
そ
れ

ら
の
鍛
冶
の
作
っ
た
刀
剣
の
作
風
や
説
活
・
伝
吸
が
記
さ
れ
る
。
刀
剣
に
関
す

る
説
活

・
伝
棋
に
つ
い
て
は
次
節
で
倣
う
こ
と
と
し
、
本
節
で
は
鍬
以
、
に
つ
い

て
の
概
略
を
.不
す
。

最
初
に
、
銘
以
、
に
関
し
て
の
測
点
u
・
研
究
の
状
況
を
峨
必
し
て
お
く
。
従
来

の
研
究
は
、
お
も
に
刀
剣
鑑
定
の
分
野
に
お
い
て
、
銘
以
、
が
持
つ
主
艇
な
織
能

で
あ
る
鑑
定
的
な
記
事
が
沌
け
さ
れ
、

江
.い
時
代
以
後
主
流
と
な
っ
た
本
阿
弥

流
の
刀
剣
鑑
定
以
前
の
姿
を
知
る
た
め
に
、
閣
制
伐
・
鮒
介
が
行
わ
れ
て
き
た
。

一
方
、
国
文
学
研
究
の
分
野
で
は
、
村
〆
弥
生
氏
が
能
1

小
鍛
冶
L

の
身
宙
飛
に

際
し
て
、
一.一本
の
銘
尽
中
の

「小
鍛
冶
京
近
」
等
に
関
す
る
伝
棋
を
刷
寵
し
て

(4
)
 

い
る
。
ま
た
、
新
日
本
山
典
文
常
犬
系

「・
室
町
物
締
集
上
』
所
収
の

『鴻
鷺

物
語
』
百
J
.

十
一ニ
民
脚
注
.
一十
四
で
は
、
校
伐
μ
刊
の
沢
井
耐
三
氏
が
、
後
凶
燭
の

表
.
で
⑦
と
し
た

「鍛
治
名
・
下
考
』
の
記
述
と

『鴻
鷺
物
総
』
の
紀
述
が
ご
く

近
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ω
m
M爪
、
に
つ
い
て
の
測
資
・
研
究
は
以
上
の
よ
う

代のJ¥JJ

へ
る
に
か
、よ

き
あ
し
き

• 

tA
旬。

『源
平
盛
衰
記
』
巻
十
ム
ノ
「
三
位
入
道
芸
道
等
事
」

(
勉
誠
社
刊
行
の
慶
長
古
活
字
版
の
影
印
本
・
に
よ
る
)

:
・
折
節
頼
政
参
会
タ
リ
。

信
頼
欺
之
、
什
刈
斗
剣
ベ
到
矧
制
ぺ
J
j
カ
ト

申
。
頼
政
司
剣
周
到
ヨ
引
制
M
『
剣
矧
矧
川
列
川
樹
ト
云
。
・
:
頼
政
打
見

テ
仰
テ
、
マ
メ
ヤ
カ
ノ
御
剣
也
。
朝
家
ノ
御
守
タ
ル
ベ
シ
。
其
故
ハ
太
神

宮
ニ
五
ノ
剣
ア
リ
。
当
時
内
裏
ニ
御
座
ス
。
宝
剣
ハ
第
二
ノ
剣
。
是
ハ
第

一一

7
剣
也
。
但
頼
政
イ
カ
ゾ
シ
テ
神
剣
ヲ
知
侍
ル
ベ
キ
ナ
レ
共
、
間
ペ
斗

倒
到
剣
倒
列
矧
。
・:

こ
の
二
つ
の
記
事
か
ら
、
遅
く
と
も
両
書
の
成
立
し
た
と
お
ぼ
し
い
鎌
倉
末
期

か
ら
南
北
朝
期
に
は
、
万
剣
の
善
し
悪
し
を
見
分
け
、

「作
人
ニ
依
テ
剣
体
ヲ

知
」
こ
と
の
で
き
る
専
門
的
な
能
力
を
備
え
た
人
々
が
存
在
し
、

「
道
の
者

と
い
う
形
で
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
前
備
の

武
家
故
実
書
類
の
記
事
か
ら
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
更
に
具
体
的
な
知
識
を

増
し
、
専
門
性
の
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
近

世
に
な
る
と
、

「本
阿
弥
家
」
に
代
表
さ
れ
る
万
剣
鑑
定
を
職
能
と
す
る
人
々

に
成
長
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

一一

@
い
づ
〈
し

中
世
の
刀
剣
に
関
す
る
伝
書
「
銘
尽
」
に
つ
い
て



、

な
状
況
で
あ
り
、
銘
尽
所
収
の
説
話

・
伝
承
に
関
し
て
の
研
究
は
、

未
だ
緒
に

つ
い
た
と
こ
ろ
と
言
え
る
。
本
稿
で
は、

室
町
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

銘
尽
が
比
較
的
数
多
く
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
世
の
万
剣
説
話

・
伝
承

の
世
界
を
考
え
る
と
き
、

銘
尽
が
持
つ
説
話

・
伝
承
の
世
界
を
も
考
察
の
対
象

と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
、
こ
こ
に
そ
の
紹
介
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

次
に、

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
調
査
し
え
た
銘
尽
類
を
、

書
誌
事
項
を
付

し
て

一
覧
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
十
二
本
の
銘
尽
に
は
、
外
題

・

内
題
を
共
に
持
た
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
現
在
ま
で
に
銘
尽
が
紹
介

さ
れ
る
と
き
に
も
様
々
な
名
称
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、

一
定
の
基
準
の
も
と

に
命
名
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、

基
本
的

に
各
々
の
本
の
伝
承
者
の
名
前
を
冠
し
て

「
i
銘
尽
」
と
い
う
形
で
呼
ぶ
こ
と

(6
)
 

と
し
た
。
ま
た
銘
尽
の
類
は
、
奥
書
や
本
文
の
内
容
か
ら
凡
そ
三
系
統
に
分
類

し
う
る
と
考
え
て
い
る
が
、
分
類
の
基
準
に

つ
い
て
特
に
詳
し
く
触
れ
る
こ
と

は
し
な
い
。
但
し
、
銘
尽
の

一
覧
に
あ
た

っ
て
そ
の
分
類
は
示
し
て
お
く
。

(7
)
 

《表

一》

銘
尽

一
覧

①
『
観
智
院
本
銘
尽
』

(以
下
『
観
智
院
本
』
と
略
称
す
る
)

-
丁
数

回

十

五
丁

・
所
収
の
鍛
冶
約
三
百
五
.十
人

・
備
考

重
要
文
化
財
指
定
の
た
め
原
本
未
見
。
調
査
は
、
昭
和
十
四

年
便
利
堂
刊
行
の
複
製
本
に
よ
っ
た
。
放
に
、
書
誌
事
項
も
複
製
本

付
載
の
解
説

会
一矢
宮
松
氏
執
筆
)
に
よ
っ
て
記
す
。
こ
の
本
は
、

系
統
の
異
な
る
銘
尽
(
主
に
本
稿
で
い
う
第
一
系
統
と
第
二
系
統
)
が

一

筆
で
写
さ
れ
て

一
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
各
々
の
本
は
完
本

で
は
な
く
、

若
干
の
錯
簡
も
あ

っ
て
不
完
全
な
取
り
合
わ
せ
本
と
言

え
、
本
稿
の
系
統
分
類
の
枠
組
み
か
ら
は
外
れ
る
。

〈
第

一
系
統
〉

②

『利
永
本
銘
尽
』

(以
下

『利
永
本
』
と
略
称
す
る
)
・
万
剣
博
物
館
蔵

・
外

題

な

し

・
内
題

二
丁
表

一
行
自
に

「古
今
鍛
冶
銘
」

・
奥
書

二
十
八
丁
表
に

せ
う

や
は
の

ろ
合
せ
っ

「右
之
謹
本
は
築
形
部
左
衛
門
人
道
園
阿
之
/
直
説
也
字
津
宮
参
河
入

し
ゅ
ん

玉

林

道

順

阿
ー
幸
阿
八
昔
且阿
へ
氏
利
永
/
ム
ゆ
め
/
¥
く
わ
い
け
ん
あ

る
へ
か
ら
す
ひ
す
ヘ
し
/

¥
」

四
十
九
丁
表
に

順
と
い
と
こ
な
り
し
ゅ
ん
と
又
い
と
こ
め
は
き
か
す

「ヘ
し
ゅ
ん
あ
い
ポ

阿

・

宗

l
金
|
春
l
同

キ
ル
ヤ

ヘ

し
ゅ
ん
か
や
う
し
也

へ

ま
ん
阿
i
能
し
ゅ
ん
こ

十
四
さ
い
に
て
お
く
れ
口」

八
ト
二
歳

四

十

除

口十
二
品川
ニ

同
裏
に

「

順

1
1
|
幸
ー
重
ー
清
へ
見

一

世

ニ

「|

|

善

同

連

歌

の

上
手
也

」

終
了
裏
に

「
子
時
天
文
十
四
年
記
卯
月
五
日
本
阿
弥
(
花
押
)
」

・
丁
数
五
十
七
丁

・
所
収
の
鍛
冶
約
四
百
二
十
人
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な
し

-
内
題

国
立
国
会
図
書
館
蔵

九
丁
裏

一
行
自
に

「銘
尽
」

-
外
題

・
奥
書

四
十
二
丁
裏
に

「
以
南
洞
院
御
秘
蔵
本
令
挑
行
蔵
坊
/
幸
順
写
之
畢
/
応
永
品
川
年
十
二

月
廿

一
日

之

」

四
十
五
丁
裏
に

「応
永
品
川
年
十
二
月
廿

一
日
/
書
置
は
袖
こ
そ
ぬ
る
れ
/
も
し
を
草
な

か
ら
む
/
あ
と
の
か
た
み
と
も
み
よ
/
岩
菊
之
」
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滋

数

@
『
鍍
冶
銘

・
外
題

.
内
題

去
々
年
明
応

-I
t
-

-減
問
廿
臼
/
敗
北
之
問
一

之
/
文
ぬ
元
帥
五
月
け

一
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E
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内
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、
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-
丁
敵

I~ 

ぐ
し

・
丁

数

六

十
三
丁

5
)
『
出
江
本
銘
尽
』

(
以
下
位
江
小

』
と

・
外
川刷

版
m
R
紙

(共
紙
)
ぷ
卜
一に

・
内
題

初
蝿
袋
己
し
し
隅
に

一「
良
氏、
」

.
胤
~
b
れ
U

• 

収
の

治

り
五
百
f
卜

〔以
J

ト

明
虫
A
司
』
と
峨
祢

-An
開

.刀
リ
陥
何物
館
繊

• 

1樋

t 

な
し

• 

--E
i
t
い」



-
備
考

『古
道
集

一』

(
天
理
図
占
館
善
本
議
書
)
所
収
。
原
本
未
見
。

調
査
は
こ
の
影
印
本
に
よ
っ
た
。
書
誌
事
項
も
、
同
影
印
本
の
解
説

(熊
合
功
夫
氏
執
事
〉
に
よ
る
。

⑩

『宮
元
盛
本
能
阿
弥
銘
尽
』

(
以
下

『元
盛
本
』
と
略
称
す
る
)万

剣
博
物
館
蔵

重代の太万 26 

-
内
題

〈以
下

「導
誉
本
』
と
略
称
す
る
〉

万
剣
博
物
館
蔵

-
外
題

・
奥
書
終
了
裏
に

「右
此
正
銘
尽
事
従
能
阿
難
波
七
郎
兵
衛
/
尉
行
豊
依
有
弓
細
書
写
相

伝
畢
難
為
秘
/
書
依
御
所
望
令
写
進
覧
畢
不
可
有
外
/
見
者
也
/
文

明
拾
五
年
鰍
三
月
吉
田
回
使
行
豊
柵
/
宮
殿
参
/
主
宮
高
尾
中
務
大

輔
元
盛
/
是
持
也
」

・
丁
数

三
十
七
丁

・
所
収
の
鍛
冶
約
八
百
九
十
人

⑪

『三
好
下
野
守
本
能
阿
弥
銘
尽
』
(
以
下
コ
一好
本
』
と
略
称
す
る
)

内
閣
文
庫
蔵

全」

と
墨
書

な
し

な
し

③

『導
誉
本
銘
尽
』

・
外

題

な

し

・
内
題

・
奥
書
四
十
八
丁
裏
に

「子
時
文
明
十
六
暦
霜
月
十
三
日
山
門
東
塔
北
谷
八
部
/
尾
於
葉
養
坊

客
殿
書
之
此
本
事
ハ
御
屋
形
/
様
従
御
倉
出
導
誉
之
御
本
也
其
後
箕

浦
/
備
中
入
道
崇
栄
数
々
他
本
被
検
合
珍
銘
等
/
入
之
者
也
彼
後
亦

秀
雄
連
々
他
本
被
検
合
只
/
子
今
延
暦
寺
所
々
秘
本
借
之
猶
以
従
京

都
公
/
方
衆
本
等
召
寄
見
合
珍
子
細
加
書
之
畢
可
/
秘
之
」

終
了
裏
に

「右

一
冊
字
形
真
草
行
如
本
写
之
畢
/
天
正
十
六
M
年
卯
月
士
口
白
書

之
」

・
丁
数
五
十
九
了

・
所
収
の
鍛
冶
約
千
三
百
二
十
人

⑨

『芳
運
本
銘
尽
』
(
以
下

ヨ
方
連
本
』
と
略
称
す
る
)

目
立
金
属
安
来
工
場
蔵

な
し

表
紙
左
上
に
題
祭
を
貼
り

「鍛
冶
銘
尽

-
外
題

・
奥
書
十
六
丁
表
に

「御
教
書
任
瓦
筆
於
不
悌
噺
後
難
候
事
/
域
以
劃
酌
存
候
後
見
人
者
指

字
落
字
/
等
御
座
可
有
所
於
能
々
御
分
別
専

一
/
存
候
/
子
時
弘
治

三
町
年
卯
月
廿
九
日
芳
運
/
書
之
」

・
丁
数
十
六
丁

・
所
収
の
鍛
冶

〈第
三
系
統
〉

-
外
題

・
内
題

・
奥
書
三
十
四
丁
裏
に

「右
此
正
銘
尽
事
従
能
阿
難
波
十
郎
兵
衛
/
尉
行
豊
依
有
子
細
書
今
相

伝
畢
難
為
秘
/
書
依
御
所
望
令
写
進
覧
畢
不
可
有
外
見
/
者
也
/
文

明
拾
伍
年
順
三
月
田
使
行
豊
」

三
十
五
丁
表
に

「右
此
抄
難
為
拙
者
秘
蔵
貴
殿
御
所
/
望
之
間
不
残
所
存
令
写
進
者
也

/
永
禄
元
年
三
月
三
日
三
好
下
野
守
/
松
永
右
衛
門
介
殿
書
」

同
裏
に

「此
御
本
松
永
右
衛
門
介
殿
難
為
御
秘
蔵
申
/
請
則
御
前
子
而
拙
僧

致
祇
候
乍
悪
筆
/
書
写
令
進
上
貴
殿
御
望
ニ
而
候
間
早
筆
仁
/
一

夜
ヲ
明
仕
候
委
細
令
勘
御
申
候
へ
く
候
/
永
禄
七
年
十
一
月
廿
五
日

な
し

な
し

-
内
題

な
し

約
五
百
十
人
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一
十
庵

清
舜
在
判
/
水
野
七
郎
右
衛
門
尉
殴
ご」

・
丁
数
三
十
五
丁

・
所
収
の
鍛
冶

@

『埋
只
本
能
阿
弥
銘
尽
』

約
八
百
七
十
人

来
』
等
の
記
述
、
更
に

ら
刀
剣
に
銘
が
削
ま
れ
る
と
い

マ
た

状
況
と
も
符
合
す
る。

ま

た

や

『盛
表
記
』

に
見
ら
れ
た
、

「
道
の

者
」
等
と
呼
ば
れ、

刀
剣
の
善
し
悪
し
を
見
分
け
る
こ
と
の
で
き
た
人
々
が、

銘
尽
の
類
を
生
み
出
す
の
に
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

(
以
下

埋
只
本

と
略
称
す
る
)

目
立
金
属
安
来
工
場
蔵

‘ 

-
内

題

な

し

四
十
三
丁
裏
に

「右
此
銘
尽
天
下
連
歌
ノ
宗
匠
能
阿
弥
太
方

〔埋
只
彦
二
郎
本
ニ
テ
写
之
(
墨
滅
)
)
}

・
丁
数
四
十
四
丁

・
所
収
の
鍛
冶
約
八
百
六
十
人

以
上
が
今
回
調
査
し
え
た
刀
剣
に
関
す
る
伝
書
類
の
内
、
書
写
や
成
立
が
少
な

く
と
も
室
町
期
に
ま
で
溜
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
銘
尽
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
奥
書
等
か
ら
、
銘
尽
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
発
生
に
つ
い
て
は
未
だ
明
確
な
指
摘
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
銘
尽
で
最
も
古
い
奥
書
を
持
つ
の
は
①

「
観
智

院

本

で

、

「応
、水以川

年
」
書
写
の
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
遅
く
と
も
応
永
末
年
頃
に
は
銘
尽
が
存
住

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
幾

つ
か
の
銘
尽
の
中
に
は
応
長
L

「
正

安

「
正
和
」

元
亨
」
と
い

っ
た
鎌
倉
最
末
期
の
年
号
が
見
ら
れ
る
。

『観
智
院
本
』
十

一
丁
表
(
同
微
な
ぷ
述
は
他
に
も
う
.
問
所
。
り
)

天
国
大
宝
年
中
三
年
敗
。
此
作
ノ
万
主
ヲ
き
ら
う
。
国
剣
之
比
ま
て
五

百
九
十
余
歳
欺
。

『
同
』

二

丁
表

(同
憾
な
記
述
は
他
に
卜
内
筒
所
む
り
)

備
前
政
真

旧

制
五
十
年
ま
て
は
百
五
十
年
也
。
こ
す
ち
か
ゑ
や
す
り
。

刀
剣
鑑
定
の
分
野
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
鎌
倉
最
末
期
に
は
銘

尽
の
類
が
存
在
し
た
吋
能
性
が
あ

っ
た
と
す
る
。
こ
の
推
測
は
、
前
節
で
見
た

a
増
鋭

源
平
盛
袋
記
』
あ
る
い
は
延
耐桜
木

「手
家
物
語
』

新
札
仲
代

-
外
題

・
奥
書

な
し

• 

恐

ら

く

か

ら

南

北
朝
期
頃
に
現
れ
た
銘
尽
は
、
緒
本
の

れ
ば
文
明

・
長
事
頃
に
批判
に
流
布
を
見
た
よ
う
で
あ
る

〔
③
「
伊
勢
本
』

成
年
、

⑤

-m江
本
ソ
一
K
学
式
年

、
⑦

万
引下
考
』
「
事
徳
.九
年
、、
⑧

ヨ

文
明

l
hハ
臥
川
、
⑩

1
.凡
峨
本
レ

文
明
治
況
作

¥

⑪

コ一一
野
本
』
、
文
明
恰
仮

住
・
)
。
と
り
わ
け
⑧

吋導
誉
本
』
の
奥
容
に
よ
れ
ば
、
様
々
な
銘
尽
を
方
々
か

ら
集
め
て
っ
き
あ
わ
せ
、

元
の
本
に
な
い
記
事
を
書
き
加
え
て
い

っ
た
こ
と
が

読
み
と
れ
、
当
時
の
銘
民、
に
対
す
る
か
な
り
積
俺
的
な
事
受
の
盗
鈴
が
繍
え
る。

そ
し
て
文
明

・
口
氏
字
以
後
も
、

、文
色唱
」
1

・大
文
」
「
弘
治
t
-

「
永
禄
」
1

天

.正」

と
い
っ
た
年
号
が
奥
常
に
は
え
、
宅
町
期
を
通
じ
て
銘
尽
の
額
が
流
布
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
銘
尽
が
ど
の
よ
う
な
附
械
の
人
々
に
引
受
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る

た
め
に
、
銘
尽
瓶
の
奥
島内
を
H
N
体
的
に
検
付
し
て
い
く
。
ま
ず
小
『
観
創
刊
院

本
い
に
見
ら
れ
る

」
問
洞
院
t

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
資
料
か
ら
三
井
寺

の
.
院
が
想
定
さ
れ
る
。

『山
科
家
礼
記
』
応
仁
て
年
...
UM
--
け

(火
料
‘
集
)

4

、
調
糊
閥
よ
り
御
制
作
.
帰
返
巡
ら
れ
候
也
。

『
守
口
同
卿
記
い
文
明
卜
二一
年
.ニ
月
マ
.H

(火
料
‘
集〉

一
、
削
1
ォ
川
剖
l
胡
洲
閥
別
刷
也
。
ul
年
未
始
也
。

ま
た
⑤

守
山
江
本
」
の
奥

(川
上

.
f
h
a
)

に
は
、

「
山
門
t

即
ち
延
腐
寺 5 晶画ー

J¥}J 



に
銘
尽
か
作
花
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
一五
。
此
内
ノ

カ
チ
ワ
、
天
下ノ

重
宝
ト

サ
タ
メ
ヲ
カ
レ
シ
、
山
門

州
ィ
村
引
例
叫
ヰ
斗
バ
升
川
、
シ
ン
ヒ
ノ
メ
イ
ツ
ク
シ
ノ
ヨ
シ
い
。

8

~
導
誉
本

の
奥
品川
で
も
、
同
じ
よ
う
に
延
暦
寺
に
銘
尽
が
存
在
し
た
こ
と

を
起
す
か
、
こ
の
奥
占
か
ら
は
他
に
も
様
々
な
こ
と
か
わ
か
る
。
ま
ず
最
初
に

文
明
十
六
謄

一
に

，山
門
東
塔
北
谷
八
部
尾
」
の

葉
益
坊
客
殿

(ト
ポ

昨〉」

で
こ
の
銘
尽
か
作
成
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
続
い
て
、
も
と
も
と
こ

の
本
は

御
屋
形
機
の
倉
か
ら
出
さ
れ
た

「導
誉
之
御
本
」
で
あ
り
、
そ
の

後

箕

浦

備
中
入
道
崇
栄

が

「数
々
他
本
」
と
つ
き
合
わ
せ
て

「珍
銘
等
」

を
占
き
加
え
た
、
と
す
る
。
「
箕
浦
備
中
入
道
崇
栄
」
に
つ
い
て
は
、

次
の
資

料
か
ら
京
極
家
の
武
士
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

司江
北
記
』

〈
荒
川
類
従
)

-
』尽
傾
一HM
詮

)

F

と
申
候
。
御
家

督
を
被
レ
望
御
取
持
候
。
是
を
金
吾
さ
う
ど
う
と
申
也
。
到
淵
次
郎

右
衛
門
事
、
金
吾
方
を
申
。
・:
次
郎
右
衛
門
尉
、
其
次
三
郎
左
衛
門
、

其
次
四
郎
左
衛
門
と
て
三
人
兄
弟
也
。
然
間
次
郎
右
衛
門
惣
領
筋
也
。

一一

••• 

R
Ff
』

t'

「御
屋
形
様
」
の
倉
か
ら
出
た

「導
誉
之
御
本
」
の

「導
誉
」
は、

恐
ら
く
京
極
家
の
祖
で
あ
る
佐
々
木
導
誉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の

「御
屋
形
様
」
は
文
明
頃
の
京
極
家
の
当
主
と
推
測
さ
れ
る
。
奥
書
で
は

そ
の
後
、

「秀
雄
」
な
る
人
物

(
未
詳
)
に
よ

っ
て
更
に
他
本
と
つ
き
合
わ
さ

れ、

今

(文
明
十
六
年
)
こ
こ
で
は
、

「延
暦
寺
所
々
秘
本
」
や

「京
都
公
方

衆
本
」
等
を
借
り
集
め
て

「珍
子
細
」
を
書
き
加
え
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
本
の
奥
書
か
ら
は
、
銘
尽
が
延
暦
寺
の
あ
ち
ら
こ

そ
し
て、

今

--
-v・9
・h

・?・

ー1

4 

" 

-• 
幅

.ー・. 

.
 

H
』
岬

ち
ら
や
京
極
家
、
或
い
は
京
都
の
将
軍
家
周
辺
に
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
か
な
り

熱
心
に
集
め
て
集
大
成
的
な
銘
尽
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ

る
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に、

『導
誉
本
』
に
は
千
人
を
こ
え
る
鍛
冶

の
名
と
百
を
こ
え
る
説
話

・
伝
承
が
収
め
ら
れ、

本
文
中
に
は

「他
本
」
「
イ

本

の

注

記
や

「他
本
内
珍
説
」

(五
十
一一
f
い
き
の
項
目
が
た
て
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
更
に
、
③
『
伊
勢
本
』
で
は

「
伊
勢
守
貞
親
」
「
大
内
左
京
大
夫

(政
弘
〉」
「
伊
勢
備
中
守

(
貞
藤
)」
⑤

『直
江
本
』
で
は

「与
板
直
江
入
道

(越
後
与
板
城
主
直
江
大
和
守
実
綱
〉」、
⑪

『三
好
本
』
で
は

「
三
好
下
野
守

(所
消

τd
a--人
衆
の

司人
)」
と
い
う
よ
う
に
、
中
央
だ
け
で
な
く
、
地
方

の
有
力
な
武
家
の
名
も
見
ら
れ
る
。

そ
の
他
奥
書
に
現
れ
る
注
目
す
べ
き
享
受
者
と
し
て
は
、
阿
弥
号
を
持
っ
た

同
朋
衆
の
よ
う
な
存
在
か
と
恩
わ
れ
る
人
々
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

②

『利
、氷
本
』
に
は
比
較
的
多
く
見
ら
れ

(
重
阿
」

幸
阿
」

1

ま
ん
阿
L

等
)、

③

『伊
勢
本
』

(「者
阿

)
や
⑥

『聖
阿
本
』

(
聖
阿
」)
に
も
見
え
る
。
た

だ
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る

か
を
想
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
⑩
i
⑫
の
諸
本
の
奥
書
は
、
全
て

「能

阿
弥
」
か
ら
の
伝
書
で
あ
る
旨
を
記
す
。
こ
の

「能
阿
弥
」
は
、
唐
物
目
利
で

知
ら
れ
た
所
謂

「真
能
」
と
さ
れ
る
が
、
確
定
的
な
こ
と
が
言
え
る
よ
う
な
資

(日
)

料
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。

以
上
銘
尽
の
奥
書
か
ら
、
寺
院
や
、
中
央

・
地
方
の
中

・
上
流
の
武
士
、
或
い

は
阿
弥
号
を
持
っ
た
同
朋
衆
の
よ
う
な
人
々
、
と
い
っ
た
階
層
に
、
室
町
期
を

(ロ
)

通
じ
て
か
な
り
積
極
的
に
銘
尽
が
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
こ
の
こ
と
は
、
銘
尽
に
収
め
ら
れ
た
大
量
の
万
剣
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
や
説
話
・
伝
承
が
、
室
町
期
の
文
化
の
主
要
な
担
い
手
達
に
伝
え
ら
れ
て

の

前代の太刀 28 
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狂
言
『
粟
田
口
』

「粟
田
口
派
」
の
万
工
の
作
の
万
剣
が
中
心
と
な

ス
v
。

狂
言
『
長
光
』

幸
若
舞
曲

『剣
さ
ん
た
ん
』

こ
れ
ら
を

一
瞥
す
る
限
り
で
も
、
中
世
、
特
に
室
町
期
に
は
、
万
剣
に
関
す
る

説
話

・
伝
承
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
軍
記
物
語
中
の
説
話
の

ほ
と
ん
ど
は
、

源
氏
や
平
家
等
に
代
々
伝
え
ら
れ
た

「重
代
の
万
剣
」
に
ま

つ

わ
る
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、

「銘
」
や
鍛
冶
へ
の
関
心
と
い
う
も
の
が

文
芸
作
品
の
場
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

次
に
、
室
町
期
の
公
家
日
記
の
中
に
見
ら
れ
る
万
剣
に
関
し
て
の
説
話

・
伝

承
を
見
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
は
、

当
時
に
お
け
る
万
剣
説
話
・
伝
承
の
享
受
の

姿
を
具
体
的
に
窺
う
こ
と
の
で
き
る
興
味
深
い
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

ア

『実
隆
公
記
』
延
徳
二
年
十

一
月
四
日
(
続
群
書
類
従
完
成
会
発
行
、
太
洋

社
刊
行
本
に
よ
る
。

〔
〕

内
は
割
注
)

備
前
国
の

「長
光
」
作
の
万
剣
が
中
心
と
な
る
。

:・
自
二
左
相
府
一
晩
冶
可
レ
令
二
用
意

一
之
由
命
レ
之
問
、
酉
刻
計
罷

向
。
予
、
滋
野
井
中
納
言
、
姉
小
路
前
宰
相
、
師
富
朝
臣
等
請
判
。
清

談
及
二
夜
景

一
。
倒
劃
何
対
苅

〔此
太
万
、
実
家
公
旧
都
月
見
之
時

帯
レ
之
。
取
落
之
処
、
浮
レ
水
之
閉
司
斗
引
尉

二
五々

。
無
銘
、
川
剣

制
伺
云
々
。〕

弁
自
ニ
慈
照
院
殿

一
拝
領
之
太
万
国
刻
時
等
各
見
レ
之
。

有
輿
々
々
。

イ

『蔭
涼
軒
目
録
』
長
享
三
年
正
月
晦
日

(続
史
料
大
成
)

:
・
夜
来
織
田
安
芸
人
道
殿
初
来
臨
。
持
以
一
二

綴
一。

有
て
小
宴
一
。

明
叔
茂
叔
在
レ
座

。
信
上
司
話
云
。
先
年
於

二
大
内
之
第

一
、
有
二

酒
宴
一。

吉
見
三
郎
殿
廿

一
歳
殺
ニ
陶
中
書
一

。
内
藤
弾
正
当
座
殺
二

F1

・?"れ
て
い
7
9
4S
A
D
J
U
、

-
a
c
H
7
・
ィ
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B
d
、
ロ
ぢ
の
自
帝
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a
C
H
ヮ
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-
-
b
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E
L
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?
b
b・
7
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q
o
H
7
f
q
'
f
R

仏
民
泊
円

a-
0
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φ
h
z
E
つ
二
車
、01
-
0
τ
、
百

H
4・
ム
岬

h
H
Z
t
ム
p
fり

E
f
t
-
c
'
g
5・
0
n〆
t

い

よ
ー:
リ

宗、
5

2

2

ω

晶

、

:
t
a
1

『

A
L
d
;
a
E
J
1
P
2
、
hι
・
-
4
T
ハル
H
n
dり
4

角
川
り

す
刊

訂

H
'r
ea討
目

吉
見

一。
々
々
所
持
之
万
七
寸
五
分
名
レ

掃制調

一

昔
彼
先
祖

河
猟
之
時
堕
ニ
此
万
於
大
河
中

一
。
失
却
三
年
後
又
使
レ
鵜
時
、
鵜

含
ニ
此
万

一
白
一一
水
底

一上
。
故
名
レ
之
。
鋼
調
劃
州
出
。
以
レ
故
自
ニ

大
内
方

一
贈
-一
於
吉
見
之
家

一。
一

時
之
談
柄
也
一戸
。

ウ

『看
聞
日
記
』
永
享
八
年
十
二
月
十
日
(
続
群
S
類
従
)

・:於

二
宝
厳
院

一
仏
事
執
行
。
夜
持
経
参
。
期
刊
対
苅
恢
狗
、
入
二

見
参
一。

未
レ
見
レ
之
問
、

一
覧
有
レ
志
之
由
兼
令
レ
申
。
例
入
二
見

参

一
。

エ

『山
科
家
礼
記
』
文
明
九
年
四
月
二
十
九
日
(
史
料
纂
集
)

一
、
小
笠
原
ソ
ウ
リ
ヤ
ウ
イ
テ
方
事
ハ
、
セ
ン
タ
イ
ノ
御
ト
キ
長
清
ト

申
人
ハ
シ
メ
テ
被
定
之
。

割
引

ウ
ナ
リ
。

ア
の
例
は
、

「左
相
府
」

(徳
大
寺
実
淳
)
主
催
の
宴
に
集
ま
っ
た
四
人
の
公

卿
に
、
そ
の
夜
の
肴
と
し
て
、
徳
大
寺
家
重
代
の

「千
鳥
」
と
い
う
号
の
太
万

を
含
む
数
振
の
太
万
が
披
露
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
日
記
に
、

「千
鳥
」

の
号
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宴
の
席
上

「千
鳥
」
の
太
万
を
手

に
と
り
な
が
ら
、
徳
大
寺
家
の
当
主
に
よ
っ
て
説
話
が
語
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

イ
の
例
は
、
万
剣
は
そ
の
場
に
な
い
も
の
の
、
酒
宴
の
席
上

ご

時
之
談
柄
」

と
し
て
、
吉
見
家
重
代
の
万
剣

「鵜
唾
」
の
号
の
由
来
と
な
っ
た
説
話
が
語
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
万
剣
に
何
ら
か
の
説
話
と
そ
れ
を
象
徴
的
に
示
す

号
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
は
、
問
題
と
さ
れ
る
万
剣
が
他
の
万
剣
と
は
異
な
る
特

別
な
存
在
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
、

「重
代
」
の
刀
剣
と
し
て

一一層
の
価
値
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
ゥ
・
エ
の
よ
う
に
説
話
的
記
述
は
持
た
な
い
も

の
の
、
共
に
重
代
の
太
万
の

「号
」

重代の太万 30 

(「天
狗
切
し
や
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ス
サ
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つ
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け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
、
背
後
に
は
ア

・
イ
と
同
様
、
号
の
由
来
と
な
っ
た

何
ら
か
の
説
話
が
存
在
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ウ
の
例
で
も
、

「
天

狗
切
」
の
号
を
持
つ

「
累
代
」
の
太
万
を
か
ね
て
か
ら
見
た
い
と
言
わ
れ
て
い

た
の
で
持
参
し
た
と
あ
り
、
恐
ら
く
持
参
さ
れ
た

「
天
狗
切
」
の
太
万
を
眼
前

に
し
な
が
ら
、
由
緒
の
説
話
が
語
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ウ

・
エ
の

よ
う
に
、
説
話
は
記
さ
れ
ず

「号
」
だ
け
が
記
さ
れ
る
の
は
古
記
録
の
中
だ
け

の
こ
と
で
は
な
い
。
文
芸
作
品
、
特
に
後
期
軍
記
類
や
後
述
す
る
銘
尽
の
中
に

も
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
場
合
に
も
号
の
由
来
と
な

っ
た
説
話
が
背
後
に
存
在
し

た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
例
か
ら
、
室
町
期
の
公
家
に
と

っ
て
も
家
々
の
由
緒
あ
る
重
代
の
刀

剣
を
鑑
賞
し
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
興
味
深
い
説
話
を
知
る
の
は

一
つ

の
楽
し
み
で
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
万
剣
を
実
際
に
手
に
と
り
な
が
ら
説
話

・
伝

承
が
享
受
さ
れ
る
場
合
が
存
在
し
た
こ
と
が
見
て
と
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
実

物
の
万
剣
を
伴
っ
て
説
話

・
伝
承
が
享
受
さ
れ
る
場
合
は、

文
芸
作
品
中
の
説

話

・
伝
承
を
書
物
の
上
だ
け
で
享
受
す
る
よ
り
も、

説
話

・
伝
承
に

つ
い
て
の

よ
り
深
い
理
解
が
な
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に、

中
世
の
万
剣
に
つ
い
て
の
伝
書
で
あ
る
銘
尽
の
中
に
も

多
数
の
万
剣
説
話

・
伝
承
が
存
在
す
る
。
一

例
を
次
に
示
す
。

a
『観
智
院
本
』
十
五
丁
表

助
重

直

鉾
。
昔
ハ
備
前
、

今
近
則
ト
打
。
不
住
知
。
副岡
山
四
周
回
計
剛

明
ρ

此
作
也
。

b

『伊
勢
本
』
九
丁
裏

友
成

備

前
国
住
人
:
・
刈
M

判

刀
、
此
作
也
o

w

、

万
同
作
也
。

c
『元
盛
本
』
二
十
丁
裏
(
〔

守
恒

〔同
御
{
子
製
封
劇
且

d

『観
智
院
本
』
三
十
八
丁
表

藤
源
次
さ
か
み
の
国
、

ヨ

の

や
き
は
ハ
ほ
そ
く
、
や
ま
と
太
万
ふ
せ
い
也
。

e
『導
誉
本
』
四
十
八
丁
裏

組
窓
郡
東
相
同
広
也

一
l
M
Y
利
回
刈
。
紀
新
大
夫
行
平
作
。

f
『埋
只
本
』
六
丁
裏

(綴
り
仮
名
は
省
略
し
た
)

一

ヘ

国

宗

ぐ
な
か
ご
L

の
凶
)

因
。秀

作

-て
淵
倒
ぺ
割
問
可
制
劇
封
司
叶
則
刈
割

問
作
、
割

ω圏
内
ヨ
周
刈
計
釧
対
川
創
馴
『
剥
割
司

天下-一

隠
ナ
キ
重
宝
也
。
-
-

g
『聖
阿
本
』
二
十
二
丁
裏

(桜
り
似
名
は
符
略
し
た
)

金
王
小
次
郎

此
さ
く
の
た
ち
名
の
物
一一
ふ
り
あ
り
。
一

ふ
り
は
こ
う
ぶ
く

矧
釧
U
桝
剖
叶
甘
釧
側
門
剖
引
司
刈
こ
れ
あ
り
。
や
し
ろ
へ
さ
ん
ろ
う
の

と
き
、
此
た
ち
を
ぬ
き
て
い
て
け
る
に
、
し
と
み
の
つ
り
か
ね
に
あ
た
り

て
、
か
け
す
き
れ
て
お
ち
ぬ
。
此
ゆ
ヘ
に
寸
引
州
制
割
引
と
い
ふ
。
そ
の

、
ち
又
、
こ
の
た
ち
を
ぬ
き
て
大
竹
の
な
か
を
う
ち
ふ
り
て
と
を
る
事
あ

り
け
る
に
、
此
た
ち
に
あ
た
っ
て

一
町
は
か
り
は
ゅ
ん
で
め
て
こ
と
ノ

¥

く
た
け
き
れ
た
り
。
さ
て
い
ま

一
ふ
り
は
、
大
和
ノ
国
民
古
市
某
征
戦
の
事

あ
り
け
る
に
、
あ
る
山
な
か
を
と
を
り
け
り
。
こ
の
た
ち
を
ぬ
き
て
も
ち

た
る
を
、
さ
か
さ
ま
に
つ
ゑ
に
つ
き
て
ゆ
き
け
る
に
、
此
た
ち
し
だ
い
に

お
も
く
お
ほ
へ
け
れ
は
、
と
り
な
を
し
み
る
に
、
此
た
ち
の
さ
き
に
あ
た

り
け
る
い
し
ど
も
?
り
ぬ
き
、
あ
ま
た
あ
り
け
り
。
か
る
が
ゆ
ヘ
に
剖
剖

31 :JI代の太刀
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。
又



を
し
と
い
ふ
。
の
ち
に
め
い
よ
つ
な
る
に
よ
り

め
さ

て
存
在
す
る
説
話

・
伝
承
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

文
芸
作
品
に
収
め
ら
れ
て
い

た
も
の
を
銘
尽
が
受
容
し
た
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
逆
に
銘
尽
の
記

述
が
文
芸
作
品
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
、
文
芸
作
品
と
銘
尽
中
の
説
話

・
伝
承
の
関
係
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し

た
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
銘
尽
中
に
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
も
含

め
て
長
短
様
々
な
説
話

・
伝
承
が
見
ら
れ、

文
芸
作
品
中
の
万
剣
説
話

・
伝
承

の
世
界
に
優
に
匹
敵
す
る
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

「銘
」
が
中
心
と

な
る
銘
尽
の
世
界
に
お
い
て
も
、

「重
代
の
万
剣
」
の
話
柄
は
や
は
り
主
要
な

も
の
と
な

っ
て
い
る
。

し
ゃ
う
ぐ
ん
け

け
り
。
こ
の
た
ち
み
る
や
う
く
で
ん
あ
り
。

元
盛
本
』
三
十
三
丁
表

T
正

一

周
防
国
清
綱

(
な
か
ご

の
関
)

杉
森

ト
・ム
在
所
ニ
住
。
ア
ル
合
戦
ニ

、
当
社

ニ
火
カ

ル
。
門
ニ
御
座
有

二
王
焼
賜
ン
ト
シ
ケ
レ
ハ
、
ウ
シ

ロ
ノ
大
ク
サ
リ
ヲ
キ
リ
タ
ス
ケ
奉
ニ
ヨ

リ、

ユ
到
ヨ
矧
卜
A

。一
冗
ハ
悪
三
郎

卜
テ
、
銘
打
ホ
ト
ノ
鍛
冶
ニ
ア
ラ
ス
。

此
故

ニ
ニ
玉
三
郎
ト
号

ス
。

銘
尽
の
中
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、

a
j
c
の
よ
う
に

「
畠
山

(重

忠
)
」
「
(源
)
義
経
」
「
平
教
経
」
「
悪
七
兵
衛
景
清
」
と
い

っ
た
よ
う
な
、

軍
記
物
語
に
登
場
す
る
人
物
遠
の
侃
万
が
誰
の
作
で
あ
る
か
を
記
す
、
ご
く
短

い
伝
承
的
記
事
で
あ
る
。
他
に
は
、

d
i
f
の
よ
う
に、

問
題
と
な
る
万
剣
が

様
々
な
家
の

「
重
代
」
で
あ
る
旨
が
-記
さ
れ
、

且
つ

「咲
栗
」
「
利
目
丸
」

「南
泉
」
「
袖
せ
ば
」
と
い
っ
た

「
号
」
が
示
さ
れ
る
形
も
数
多
く
存
在
す
る
。

古
記
録
の
例
か
ら
推
察
し
た
よ
う
に
、

刀
剣
に
号
が
あ
る
場
合
は
ほ
ぼ
確
実
に

そ
の
号
の
由
来
と
な
る
説
話
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
く
、
d
i
f
の
例
で
も
、

恐
ら
く
背
後
に
何
ら
か
の
説
話
が
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
推
測
は
、

g
・
h
の
よ
う
に

「
号
」

勺
つ
り
か
ね
き
り
や

「石
と
を
し
」
等
)
と
そ
の
由

来
の
説
話
が
共
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
銘
尽
の
世
界
で
も
ま
ず
誤
り

の
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
銘
尽
中
に
は
、
こ
の

g
・
h
の
よ
う
に
万
剣

の
切
れ
味
の
良
さ
を
話
の
中
心
と
す
る
長
文
の
も
の
も
存
在
す
る
。
そ
の
他
軍

記
物
語
に
見
ら
れ
た

「小
鳥
」
や

「抜
丸
」
の
説
話
等
も
、
源
平
の

「重
代
の

刀
剣
」
と
し
て
、
軍
記
と
同
じ
形
や
異
な
る
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
先
程
の

a
i
c
の
よ
う
な
例
も
含
め
て
、
軍
記
物
語
等
の
文
芸
作
品
と
銘
尽
に
共
通
し

h 

中
世
の
万
剣
に
関
す
る
説
話

・
伝
承
の
世
界
は
、
以
上
述
べ

て
き
た
よ
う
に

決
し
て

一
様
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は、

文
芸
作
品
所
収
の
説
話

・
伝
承
、
古
記

録
の
中
に
現
れ
た
説
話

・
伝
承
、
銘
尽
中
の
説
話

・
伝
承
の
三
つ
に
ま
と
め
ら

れ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
つ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

「重
代
の
刀
剣
」
の
由
来

を
伝
え
る
話
柄
が
主
要
な
位
置
を
占
め、

更
に

「銘
」
の
注
記
が
頻
繁
に
見
ら

れ
た
。
そ
こ
で
、
中
世
の
万
剣
説
話

・
伝
承
の
世
界
に
と

っ
て、

「重
代
の
万

剣
」
と
い
う
話
柄
の
存
在
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
、

こ
の
話
柄
の
中
で

「銘
」
の
注
記
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
、

と
い

っ
た
こ
と
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

古
代
に
お
い
て
は
、
既
に

「草
薙
剣
」
が
天
皇
家
の
重
代
と
し
て
存
在
し、

平
安
朝
に
も
摂
関
家
重
代
の

「小
狐
」
等
が
現
れ
る
。
即
ち
、

古
代
に
お
け
る

「重
代
の
万
剣
」
と
は
、

特
定
の
高
貴
な
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
従
っ

て
、
万
剣
や
万
剣
に
ま

つ
わ
る
説
話

・
伝
承
の
価
値
も
、
そ
れ
ら
の

家
が
持
っ

て
い
た
強
大
な
権
威

・
価
値
に
よ

っ
て
付
随
的
に
高
め
ら
れ
、
外
側

P
A
W
s民
H
V
H
H
U

，，
.

~ 
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(5
〉
日
本
美
術
万
剣
保
存
協
会
で
は
、

同
協
会
所
蔵
の
万
剣
占
伝
書
に
関
す
る
目
録

(
1
)
以

k

『
u本
刀
重
要
美
術
口m
全
集

(『和
装
万
剣
古
伝
主
等
蔵
書
目
録
』〉
を
作
成

・
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

目
立

諸
索
引
と
資
料
』

第
8
巻

(本
間
順
治

監
修、

広
井
雄

4

縦
符
)、

『弔
要
刀
剣
等
分
類

M
録

(日
本
美
術
刀
剣
保
存

金
属
安
来
L
場
所
蔵
の
刀
剣
古
伝
主
に
つ
い
て
は
、

冴
賞
堂
発
行
の

「大
系
人
』

協
会
編
〉
に
よ
る
。

第
十
三
号
付
録
に
、

『和
装
図
書
及
古
文
書
目
録

万
剣
関
係
の
部
』
の
形
で
目

(2
)
 《
hva
4》
に
示
し
た
諸
本
の
奥品
川
・
内
題

・
外
題
の
幾
っ
か
に
見
ら
れ
る
。
ま
た

録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
同
録
に
お
い
て
命
名
さ
れ
て
い
る
銘
尽
類
の

ロ
永
卜
九
年
大
脳
虎
明
一うの

『狂
-d
u
之
本
F

所
収

「
い
て

粟
閉
口

の
中
に、

名
称
と
、
本
稿
で
用
い
る
名
称
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

い
は
ふ
ず
る
は
、
こ
と
ノ
¥
く
め
い
づ
く
し
に
あ
ふ
て
満
足
し
た
」

(本
文
の
引

(6
)
但
し
、
後
掲
表

一
の
①

『観
智
院
本
銘
尽
』
と
④

『鍛
冶
銘
集
』、
及
び
⑦

『鍛
冶

用
は
、
表
現
社
刊
行
の

司大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
』
に
よ
る
。
綴
り
漢
字
は

名
字
考
』
の
三
本
に
関
し
て
は
例
外
的
な
扱
い
を
し
た
。
即
ち
①
と
⑦
の
二
本
に

省
略
。
傍
線
は
私
に
付
し
た
)
と
あ
り
、
同
じ
頃
の

S
写
と
さ
れ
る
和
泉
流
の

つ
い
て
は
、

表

一
の
各
々
の
備
考
欄
で
示
し
た
よ
う
に
、
複
製
本
が
公
刊
さ
れ
、

『狂
言
ナ
義
』
所
収

『粟
田
口
』
で
も
、

事
卜
云
テ

そ
の
際
つ
け
ら
れ
た
書
名
が
適
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
も
そ

「な
に
/
¥
あ
わ
た
口
の
名
づ
く
し
の

(本
文
の
引
用
は、

天
理
図

3
館
善
本
叢
書

『狂
言
六
義

の
S
名
を
用
い
た
。
ま
た
④
に
つ
い
て
は
、
そ
の
伝
承
者
が
不
明
で
あ
る
た
め
内

上

よ
る
。
傍
線
は
私
に
付
し
た
)
と
あ
る
。

題
の
一
部
を
と

っ
て
3
名
と
し
た
。

(3
)
鹿
島
則
泰
氏

「古
紗
本
銘
尽
に
つ
い
て

(上
)」

(7
)
銘
尽
諸
本
に
関
す
る
書
誌
事
項
の
内
、
表
紙

・
寸
法

・
料
紙
に
つ
い
て
は
省
略
し

一同
〈
下
〉
」

(
『

r
d
誌
学
』

た
。
ま
た
十
二
本
は
全
て
写
本
で
、
装
臓
は
袋
と
じ
で
あ
る
。
な
お
奥
書
の
本
文

中
、
明
ら
か
な
誤
り
を
見
せ
消
ち
で
訂
正
し
て
い
る
場
合
は
、
訂
正
本
文
だ
け
を

一
の
一
、

一
の
二

昭
和
八
年

一
月、

三
月
)

辻
本
直
男
氏

「「
中
世
に
お
け
る
万
剣
世
田

の
研
究

(一

)
l
観
智
院
本
銘
尽
に

つ
い
て
l
」

(『
万
剣
美
術
』
二
十
二
号
昭
和
二
十
八
年
九
月
、

.示
し
た
。

以
下

(て

)
i
(内
)
の
続
稿
あ
り
。〉

(8
)
 『観
智
院
本
』
以
外
の
例
と
し
て
は
、

『直
江
本
-
で

「正
和
五
年
」
が
四
箇
所
、

間
宮
光
治
氏

「新
資
料

「策
氏
正
長
銘
尽
」
解
題
」

「応
長
年
中
迄
」
が

一
箇
所、

「元
亨
マ
テ
」
が

一
箇
所
確
認
で
き
、

『鍛
冶
銘

〈『
万
剣
美
術
』一二
百
十
五
号

昭
和
五
十
八
年
四
月
)

集
』
で
は

「正
安
之
比
ま
て
三
百
余
年
」
と
い
う
記
述
が

一
箇
所
見
ら
れ
る
。

同
氏

「「
文
明
十
ナ
年
、
佐
々
木
氏
延
暦
寺
本
銘
尽
L

解
題
」

(9
)
注

(3
)
で
挙
げ
た
論
考
等。

〈『
刀
剣
美
術
』
三
百
十
七
号

昭
和
五
十
八
年
ア
月
)

(印
)
そ
の
他
に
も
、

②

吋利
永
本
』
及
び
③

『伊
勢
本
』
に
見
ら
れ
る

「{
子
津
宮
参
河

等
の
論
文
が
あ
る
。

「築
刑
部
左
衛
門
入
道
困
阿
」
や
⑪

『元
盛
本
』
⑪

『三
好
本
』
に
見
ら

れ
る

「難
波

(回
使
)
行
鐙
」
等
も
、
中
流
の
武
家
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

入
道
」

(4
)
 「「
小
鍛
冶
」
の
背
景
i
鍛
冶
に
よ
る
伝
承
の
視
点
か
ら
l
」

〈『国
語
国
文
』
六
十

一
巻
三
号

平
成
四
年
三
月
)

(注
日
の
論
考
参
照
)
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(
日
)
以
上
の
銘
尽
の
伝
章
者
に
つ
い

一
ま

リ
約
鑑
定
方
分
野
，』
お
J

て
・ぺ
乃
よ
う
な

:
島
内
仲

氏

JJi 
a己

訴
に
お
け
る
リ

仏

間

小
心
に

諸
考
か
め
る
。

}
金
枝
氏

-m
勾
の
研
究
{
日
)
亦

M
M
Y
Mと
能
阿
弥
本
件
針
同
川
、
〔

1
}

.一一
七
号

-a‘4

・E』
即
円

J
B
1

、

リ
3
2
a
-
L

・・・・附

E
l
'

町
内

v
t
B
I
t
-
ι
ι
l」

UJ 

子
氏

:m 

‘'d 
rn
m
に
お
け
る
リ
リ

い
て

上
表
岱
乗
氏

万

日
3
き
の
入
札
述
字
.

骨

S
V

I
、泊
X-e

附
u
h
前野
単
打
t
、
治

f~ 

I I 
自

-
fi
t
-

、kJ

一
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副
岡
山

N
J
E-
-
h
q
a
1

n 

考

(
刀
剣

術
』=一
五
O
R
V

"
ゆ
H

J

、li
-
-・ぃ・・
T
a』
J

町眠
E

l

i

-

h
川

下
f

、

ru] 
氏

繁
氏
本
銘
尽
に
み
る
十
日
伝

h
の

必下

ι山
刈
伝

{『
削
J
L
問
ト
阿
川

{，t 

u己

年
，
凡
人
ふ
先
入
品
文
t

日
本
工
内
刀
l
バム
M
仙
川
公
刊

lJ{i 
11 

汁
1

成

h
W柿
崎
、

人
阪
巾
ん
v.人

γ人
地T
院

ゅ
ー一研
u
L
U
"
に
船
出
し
た
修
士

二一年
ト
一
・刀
)

中
山
に
お
け
る
リ
判
明
ぬ
ぷ

・
仏
・
'rの
以
礎
的
研
u
L

の

.
郎
で
あ
る
c

そ

生
野

!月
氏

破
川
武
将
日
利
古
一-一
好
釣

f
斎
の
研
究

" ;J 
Il'J 

た
勺
て
、

A
mな
桃
川キ
の
附
.

-
A
伐
を
御
貯
司
ト
さ

た
布
陣
開
聞
に

御
礼
巾
し

〈ロ)
こ
こ
で
は
公
家
の
閃
う
か
確
ぷ
で
き
な
い
か
、

ふ
と
れ
紙
の

U
Wか‘りし
F
J
え
る
と
、

k
げ
る

と
り
わ
け
、

刀
剣
同
物
船

・
利

-
n
d
A
W
 

r幽
喝
の
椅
織
に
は
、

公
家
か
銘
尽
を
・

γ
受
し
て
い
た
吋
能
竹
も
巧
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

名
数
の
H
H
リ
仏
h

ド川
苛
の
附

-
関
内
を

せ
て
凶

た
め
に
絡
段
の
御
高
配
を
削
り
、

(
日
)
こ
の
.
叫
引
は
、

ほ
と
ん
と
の
銘
尽
に
収
め
ら
れ
て
い
る

ま
た
に
旬
川

崎
節
て
以
ド

の
御
小
一
殺
を
仰
い
だ
。
ぶ
し
て
、

uvf
の
謝
怠
を
点
す
る

A

と
め
る
に

げ
た

m鋭
のール
ボ
に
ら
は
ら
れ
た
よ
う
に
、

後

-u一羽
院
と
刀
剣

・
照
治
と

i

際
し
て

l
、
関
川

V
1ル
物

d
w究
A
A
m
--
l
人
品
例
会

(

L

L
例
作
阿
川
.. l
例

N
、
炉、

小
限
に
お
い
て
何
ら
か
の
閃
わ
り
を
持

っ
た
も
の
と

mM附
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
か
、

t
、阪

l
t
k
川

f
)

に
お
い
て
け
州
党

iaさ
せ
て
附
い
た
内
将
に
加
論
、
川
.1w.を
加
え
た
。
山m

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
改
め
て
倹
J
し
て
み
た
い
。

ー
、
御
利
小
を
u-
っ
た
怖
険
心
に
掬
印
刷
市
中
し
し
げ
る

(け
)
ル
ー
形
口
市
氏

氏
H
r
U
Aゆ
と
物
ぷ
の
u
m似

(
『
子
単
一
物
品
の
け
川
附
と
附
治
』
近
代

文
ニ
村
川

口円

n
H
E
r
l
I
L
E
I
-
-
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H
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刊
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ι『
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ト
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物
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